








1.死亡統計より見た神経芽腫の推移 

神経芽細胞腫による小児死亡の実態を調査するため,昭和54～56年に15歳末満の小児死亡

について ICD コード番号のうち次のものを選び出した。即ち 158,0(後腹膜),164,3(後縦隔

),164,9(縦隔 NoS),194,0(副腎),195,1(胸部),195,2(腹部),195,3(骨盤)で,昭和 54 年 167

件,同 55 年 140 件,同 56 年 136 件であった。 

ICD コードによる悪性新生物の分類は,その部位別になっているので,例えば 158,0(後腹膜

)といっても組織学的には種々のものが含まれる。上記合計 443 例について,厚生省統計調

査部に保管されている「人口動態調査死亡票」について診断名を確認した。但し,コード番

号 194,0(副腎)はすべて神経芽細胞腫に限られていることが判明したので,これを除く他

のコード番号について照合することとした。その結果,神経芽細胞腫と確認出来なかった

50 例を除き 393 例が神経芽細胞腫と確認できた。 


